
骨太の方針2024に向けた緊急提言 

 

令和６年５月21日 

自由民主党政務調査会 

社会保障制度調査会 

創薬力の強化育成に関するプロジェクトチーム 

 

経済財政運営と改革の基本方針 2024（いわゆる「骨太の方針 2024」）の

策定にあたり、革新的な医薬品創出のためのイノベーション推進の観点や、ド

ラッグロス・ラグ解消、医薬品供給の安定化、社会における物価や人件費の状

況などを踏まえ、薬価制度等に関して下記の通り提言する。政府においては、

本提言を十分に踏まえた対応を求める。 

 

記 

 

1. 薬価の中間年改定については、近年乖離率が縮小傾向にある実態や、中間

年改定そのものの廃止を求める要望が強いこと等を念頭に、その在り方に

ついて見直すこと。 

 

2. 費用対効果評価の拡大等、医療においても経済性を考慮することは重要で

あるが 

 

3. 、国民皆保険が目指すものが「国民皆が貧富の差なく適切な医療が受けら

れること」であることを再確認した上で、丁寧かつ慎重に議論を行うこと。 

 

4. 再生医療等さまざまなモダリティ、血液製剤、外用製剤、輸液製剤、後発

医薬品等さまざまな業態があることを踏まえ、それぞれの課題に応じたき

め細かな対応を検討すること。 

 

5. 後発医薬品の安定供給の実現については、この問題に関する厚生労働省検

討会の報告書を踏まえ、支援や法的枠組みの必要性も含めて検討を加速し、

早急に実行すべきこと。 

（以上） 


